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平成２８年度当初予算

【歳入面】 【歳出面】

●積立金の減額
　（前年対比 96.2％減）

【単位：千円】【単位：千円】

3 月定例会

過去最大の予算化 1 ３４億 1 千万円
建設費に重点
加悦中学校建設費・新ごみ施設建設費・認定こども園建設費
　建設予算が増額要因 

◇自主財源＝　３０億５，２７４万円（２２．８％）
◇依存財源＝１０３億５，７２６万円（７７．２％）

◇義務的経費＝５０億２，４６３万円（３７．５％）　◇消費的経費＝３４億　８４３万円（２５．４％）

◇投資的経費＝２７億７，０８２万円（２０．７％）　◇その他経費＝２２億　６１２万円（１６．４％）

厳しい予算編成　マイナス要因目立つ

●地方交付税の逓減
　（前年対比 1.1％減）

●借入金増額
　（前年対比 57.3％増）

●返済金の削減
　（前年対比 5.9％減）

●使用料・手数料減少
　（前年対比 13.8％減）

●基金取り崩し
　繰入金増額
　（前年対比 14.7％増）
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問　

27
年
度
は
、
町
の
町

民
総
生
産
を
2
％
伸
ば
す

と
い
う
強
気
の
計
画
が
示

め
さ
れ
た
。
町
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

５
４
５
億
6
千
万
円
に
11
億

円
を
上
乗
せ
す
る
。
具
体
的

に
は
農
業
と
、
製
造
業
が
突

出
し
た
展
開
を
図
っ
て
ゆ
く
。

そ
こ
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
小

売
り
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
、
ま

た
建
設
の
部
分
が
か
け
合
わ

せ
あ
わ
さ
れ
て
時
系
列
で
上

が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

の
説
明
だ
っ
た
が
、
町
内
の

実
体
経
済
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
認
識
か
。
国
で
も
年
率

に
し
て
▲
１・４
％
だ
。

町
長　

詳
細
な
分
析
は
ま
だ

し
て
い
な
い
が
、
認
識
は
相

当
厳
し
い
状
況
だ
。

町
の
実
体
経
済
ど
う
認
識

　

籏    

毅与謝野町のＧＤＰは

　保育料無料化を目指せ

問　

若
い
保
護
者
に
と
っ
て

保
育
料
の
負
担
は
大
き
い
の

で
は
。

子
育
て
応
援
課
長　

第
３
子

以
降
は
無
償
だ
。
負
担
軽
減

の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
童
保
育
と
児
童
館
は

目
的
と
役
割
に
違
い
が
あ
る
。

児
童
館
は
、
必
要
で
は
な
い

か
。

福
祉
課
長　

現
今
後
放
課
後

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
る
時
間
が
必
要
だ
。

問　

学
童
保
育
は
入
所
制
限

が
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

町
内
の
１

～
６
年
生
児
童
で
放
課
後
、

保
護
者
が
長
時
間
保
育
を
で

き
な
い
方
が
対
象
で
あ
る
。

髙
岡
伸
明

　3 月定例会が、2 月 25 日から 3 月 25 日までの 30 日間の
会期で開催し、初日に町長が施政方針を述べた後、平成 28
年度当初予算など、41 議案と追加 3 議案を慎重審議した結
果、原案どおり可決した。また、議員発議による 27 年度一
般会計補正予算の付帯決議案と 28 年度当初予算の付帯決議
案を賛成多数で可決した。一般質問では議員 14 人が登壇し、
町の考えや対応を問いただした。

３月定例会

当
初
予
算
質
疑

問　

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
資

金
貸
付
金
を
２
０
０
万
円
計

上
し
て
い
る
が
。

農
林
課
長　

有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
様
々
な
方
で
構
成
す

る
協
議
会
を
設
け
て
い
る
が
、

国
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
行

な
っ
て
い
る
。
１
年
間
の
活

動
に
伴
う
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
年
度
末
に
な
ら
な
い
と

お
り
て
こ
な
い
の
で
、
一
旦

町
が
貸
し
付
け
て
い
る
。
事

務
局
も
町
、
協
議
会
会
長
も

副
町
長
で
あ
る
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

は
、
農
家
、
町
民
も
困
っ
て

い
る
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

渡
邉
貫
治 防御柵の整備を

負
担
の
大
き
い
保
育
料

■議会は町政と皆さんの茶の間をつなぐパイプ役です。

■議会は公開が原則です。傍聴して見ませんか。

■議会の動きをあなたの目と耳で！

定例会【招集日】定例会【最終日】
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国
に
撤
回
要
求
を

問　

米
国
で
も
大
問
題
に
な

り
、
大
統
領
選
の
主
要
候
補

も
揃
っ
て
反
対
や
慎
重
姿
勢

を
表
明
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

規
定
で
は
日
本
が
参
加
し
な

い
と
成
立
し
な
い
の
で
、
安

倍
首
相
は
推
進
の
先
導
役
に

な
り
、
自
民
党
の
反
対
公
約

や
国
会
決
議
さ
え
踏
み
に
じ

問　

農
村
女
性
の
家
の
ト
イ

レ
修
繕
は
し
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

農
林
課
長　

直
ち
に
、
修
繕

を
す
る
予
定
は
な
い
。
利
用

状
況
と
比
較
し
余
り
に
も
費

用
が
か
か
る
と
い
う
判
断
を

現
在
の
と
こ
ろ
し
て
い
る
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問　

ご
み
の
減
量
の
切
り
札

と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
有
料

河
邉
新
太
郎

ト
イ
レ
の
修
繕
に
つ
い
て

化
、
こ
こ
で
得
た
手
数
料
収

入
の
使
途
は
。

住
民
環
境
課
長　

平
成
24

年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の

３
年
で
、
ご
み
処
理
費
用

に
か
か
る
収
支
が
平
均
で

１
億
６
０
０
０
万
円
余
あ
る
。

収
支
の
赤
字
部
分
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

っ
て
暴
走
し
て
い
る
。
地
方

創
生
に
も
逆
行
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
は
撤
回
を
求
め
よ
。

町
長　

大
筋
合
意
と
な
っ
た

今
、
そ
の
対
応
を
考
え
て
い

る
。
町
村
会
も
反
対
し
て
お

り
、
私
も
そ
の
立
場
だ
。

伊
藤
幸
男

問　

有
線
テ
レ
ビ
は
町
民
に

期
待
も
さ
れ
、
今
後
テ
レ
ビ

部
門
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も

課
題
だ
。
視
聴
ス
タ
イ
ル
も

全
国
的
に
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
見
る
、
こ
う
い
っ
た
動
向

も
あ
る
。
当
町
で
も
検
討
を
。

町
長　

社
会
状
況
の
変
化
で
、

情
報
の
提
供
の
仕
方
な
ど
、

こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
た
こ
と

を
加
味
し
提
供
に
努
め
た
い
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
活
用

和
田
裕
之

ＫＢＳ京都には負けない

　農村女性の施設整備を

桑
・
養
蚕
・
生
糸
事
業

問　

京
丹
後
市
も
新
シ
ル
ク

産
業
を
２
年
ほ
ど
先
行
し
て

行
っ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
を

進
め
て
良
い
も
の
な
の
か
。

町
長　

将
来
的
に
は
協
同
研

究
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

塩
見　

晋

問　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
責
任
の
所

在
と
、
事
業
期
間
は
。

町
長　

責
任
は
私
に
あ
る
。

交
付
金
の
年
限
５
年
を
予
定
。

どうなるＴＰＰ

問　

今
年
度
国
よ
り
福
祉
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
そ

の
内
容
を
解
り
易
く
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長　

年
金
生
活
者
等

福
祉
給
付
金
と
し
て
、
65
歳

以
上
（
平
成
29
年
３
月
末
）

の
方
へ
７
月
頃
ま
で
に
３
万

円
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
対
象

条
件
は
、
町
民
税
非
課
税
者

又
は
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

な
い
方
に
、
町
よ
り
直
接
お

知
ら
せ
を
す
る
。

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は藤

田　

史
郎

問　

今
日
、
岩
屋
小
学
校
最

後
の
卒
業
式
が
あ
っ
た
。
小

学
校
が
な
く
な
っ
て
も
岩
屋

と
い
う
地
域
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
地
域
の
子
ど

も
を
育
て
、
地
域
を
守
り
、

次
の
世
代
に
繋
げ
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
長

い
懸
案
事
項
で
あ
る
町
道
大

門
線
・
岩
屋
川
線
を
山
添
町

長
の
と
き
成
就
さ
せ
て
ほ
し

い
。
任
期
は
折
り
返
し
た
。

町
長　

岩
屋
地
域
で
未
来
に

繋
げ
る
活
動
が
あ
り
、
岩
屋

川
線
を
完
成
す
る
こ
と
で
交

通
量
を
分
け
る
こ
と
が
、
通

学
路
の
安
全
対
策
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
一
歩
で
も
進
め
る
。

生
活
保
護

問　

格
差
社
会
と
な
り
「
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の

ほ
う
が
生
活
が
楽
で
は
な
い

か
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

福
祉
課
長　

京
都
府
丹
後
保

健
所
が
窓
口
で
、
生
活
相
談

有
吉　

正

町
道
大
門
線
・
岩
屋
川
線

に
乗
っ
て
い
る
。
町
に
も
担

当
者
が
い
る
。

工
場
の
に
お
い
・
粉
塵

問　

温
江
の
会
社
の
に
お

い
・
粉
塵
は
解
決
で
き
な
い

か
。
現
状
は
。

住
民
環
境
課
主
幹　

会
社
も

施
設
改
善
の
検
討
を
さ
れ
、

町
も
交
え
話
し
合
い
が
も
た

れ
て
い
る
。

　大門線から望む雲岩公園

臨時給付金支給

消
防
団
再
編
の
人
数
は

問　

消
防
団
支
援
隊
は
何
人

い
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長　

岩
滝
第
１

分
団
に
3
名
、
第
4
分
団
に

3
名
計
6
名
が
岩
滝
地
域
で

活
動
し
て
い
る
。
各
地
域
に

も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問　
32
年
に
は
現
団
員
数
か

ら
27
人
増
や
す
計
画
が
あ
る
。

特
に
岩
滝
の
新
第
2
分
団
の

7
名
増
は
可
能
な
の
か
。

防
災
安
全
課
長　

再
編
プ
ラ

ン
で
は
、
岩
滝
第
3
と
第
4

分
団
の
統
合
計
画
が
あ
り
、

男
山
地
区
に
若
い
人
材
が
あ

る
の
で
、
地
区
に
も
協
力
要

請
を
し
て
、
7
名
の
増
員
を

計
画
し
て
い
る
。
車
庫
は
現

在
の
第
3
分
団
車
庫
を
利
用

す
る
。

宮
﨑
有
平

頼れる消防団
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    一般会計・当初予算に対する討論
賛成討論

髙岡　伸明（日本共産党与謝野町議員団）

　「過去最大の予算」
　今回の予算は、新しい事業もあり、地方創生交付金事業なども入り、過去最大の１３４億
円となっている。新たに「生活困窮家庭自立支援事業」など歓迎される取り組みだと考える。
ゴミ広域化事業は、不安を感じる点もあったが、「就学援助制度」など、宮津市と共に生活保
護基準の１．５倍にしたことは、大変評価できる。地方財政は厳しくなるが、職員の英知を集
め、理事者・課長らが先頭に立ち、暮らしと営業を守る町政の実現に、総力を挙げ奮闘する
ことを期待したい。

　
　商工振興費　与謝野ブランド戦略事業　この事業は国の新型交付金 ( 地方創生推進交付金
１／２補助 ) を受けて、シルクプロジェクト事業として、総額２２００万円で桑栽培事業で
は桑の植栽に１１００万円、養蚕研究事業については先進地視察等に２００万円、養蚕事業
は人工飼料育に８００万円、新商品開発事業に１００万円、指導については、国立研究開発
法人農業生物資源研究所が担当される。与謝野町の戦略であっても、養蚕事業を 80 年越え
て復活することは容易ではない。特に、見通しのない川中、川下の事業を補助事業として導
入することには疑義があると言わざるを得ない。
①本事業について、議会や町民の理解が得られる説明に努めること。
②桑の栽培については、品種の特性を見極め、可能な限り農家の協力を受け、農業振興に資　　
する取組みとすること。
③農業生物資源研究所で、適していないと指摘された蚕の人工飼料育については、詳細な検　
討をした上での取組とすること。
④製糸事業については、丹後織物工業組合と連携した取り組みとすること。
⑤事業の取り組みで自治体間の連携の動きが見られない。特に丹後産地の町として、京都府
の指導を仰ぎながら、丹後ちりめん創業３００年記念事業の成果につながるよう広域連携を
含め、協力した取り組みとすること。
　以上、決議する。
　　　　　　　　平成 28年 3月 25日　　　　　　　　　　　　　　　　　与謝野町議会

塩見　　晋

　「未来づくりに大型予算」
　28年度一般会計予算は、合併後最大の１３４億１千万円で 27年度より９％の増額である。
歳入不足のため６億円余りの基金繰入となっている。
加悦中学校、認定子ども園、新ごみ処理施設負担金などの建設事業費が１７億円余の増額と
なっている。交付税が減額となる厳しい財政運営のなか、住民が安全・安心に暮らせるよう
施策や事業に取り組まれていることは評価する。与謝野シルクプロジェクトについては、住
民への説明を十分にされ不公平感の残らないように執行されたい。

    平成 28 年度与謝野町一般会計当初予算に
　対する付帯決議

問　

過
去
最
大
の

１
３
４
億
１
千
万
円
と
な
っ

た
が
、
借
金
増
大
、
返
済
金

と
積
立
金
減
額
、
地
方
交
付

税
逓
減
等
予
算
内
容
が
企
業

で
例
え
る
と
悪
い
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。

町
長　

加
悦
中
建
設
工
事
費
、

新
ご
み
処
理
施
設
費
の
高
騰
、

認
定
こ
ど
も
園
建
設
費
、
福

祉
関
連
扶
助
費
の
増
大
な
ど

財
政
需
要
の
増
加
が
原
因
。

当
初
予
算
に
つ
い
て
多
田
正
成 建設費増大

問　

あ
つ
え
彩
菜
館
へ
の
進

入
路
と
消
防
車
庫
の
建
設
は
。

防
災
安
全
課
長　

新
年
度
車

庫
の
建
設
前
に
国
道
側
の
進

入
路
か
ら
先
に
着
工
す
る
。

岩
屋
小
学
校
改
修

問　

岩
屋
小
学
校
体
育
館
の

屋
根
改
修
計
画
と
施
設
利
用
。

教
育
次
長　

28
年
度
に
改
修

を
行
う
。
岩
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
地
元
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

グ
ラ
ン
ド
、
ナ
イ
タ
ー
、
体

育
館
の
申
し
込
み
は
中
央
公

民
館
へ
、
鍵
は
岩
屋
区
事
務

所
へ
お
願
い
の
予
定
。

安
達
種
雄

彩
菜
館
へ
の
進
入
路

岩
屋
踊
り
の
参
加
を

問　

合
併
十
周
年
記
念
事
業

「
与
謝
野
町
郷
土
芸
能
祭
」

50
数
年
前
岩
屋
踊
り
保
存
会

が
結
成
さ
れ
た
。
丹
後
ち
り

め
ん
の
製
織
工
程
を
表
現
し

た
踊
り
で
あ
る
。
今
年
１
月

よ
り
地
元
の
若
い
人
た
ち
が

「
岩
屋
踊
り
継
承
会
」
を
結

成
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

是
非
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

　国道より進入路できる

小
牧
義
昭

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

問　

平
成
29
年
か
ら
赤
字
、

34
年
に
は
50
億
の
基
金
も
枯

渇
す
る
。
オ
ー
ル
与
謝
野
で

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
町
は

も
た
な
い
。

企
画
財
政
課
長　

各
課
財
政

状
態
を
認
識
し
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

総
合
計
画
策
定
は
自
前
で

問　

コ
ン
サ
ル
に
委
託
せ
ず

各
課
の
精
鋭
を
集
め
企
画
が

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
町
長
の

示
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・

政
策
施
策
事
業
を
4
年
ス
パ

ン
で
策
定
し
て
貰
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

町
民
の
意

見
も
頂
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

学
校
給
食
会
計
見
直
し
を

問　

岩
滝
小
自
校
給
食
は
普

通
会
計
監
査
を
通
し
て
い
な

い
。「
校
長
預
り
会
計
」
は

な
ぜ
。

教
育
次
長　

以
前
か
ら
監
査

委
員
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

希望するグランドデザイン
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条
例

（
議
案
第
２
号
）　
総
合
計
画
条
例
制
定

住民参加の計画を

問　

総
合
計
画
策
定
は
民
意

を
い
か
に
反
映
し
活
か
し
て

い
く
か
が
重
要
。
コ
ン
サ
ル

が
策
定
す
る
の
で
は
な
い
。

総
合
計
画
は
民
意
で

家
城　

功

町
長　

町
民
の
声
を
聴
き
反

映
し
進
め
て
い
く
。
職
員
が

で
き
る
分
野
は
職
員
で
や
る
。
（
議
案
第
６
号　
認
定
こ
ど
も
園
条
例
制
定
）　

更
な
る
保
育
料
引
下
げ
を

和
田
裕
之

問　

当
町
初
の
認
定
こ
ど
も

園
が
ま
ず
岩
滝
地
域
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
厳
し
い
経
済

状
況
の
な
か
、
子
育
て
世
代

は
経
済
的
な
負
担
も
大
き
い
。

更
な
る
引
下
げ
が
必
要
だ
。

町
長　

す
で
に
第
３
子
の
無

償
化
は
実
施
し
て
い
る
。

福
祉
課
長　

第
３
子

１
３
０
名
の
無
償
化
で
約

２
４
０
０
万
円
の
減
額
は
で

き
た
。
町
長
が
目
指
す
保
育

料
へ
は
、
認
定
こ
ど
も
園
を

３
地
域
導
入
し
、
経
費
削
減

が
図
れ
る
か
ど
う
か
だ
。

問　

引
下
げ
努
力
は
、
一
定

理
解
で
き
る
。
今
後
ど
こ
ま

で
下
げ
る
か
は
町
長
の
判
断

で
、
前
向
き
に
検
討
頂
き
た

い
。

町
長　

こ
ど
も
園
の
動
向
を

考
慮
し
な
が
ら
、
更
な
る
引

き
下
げ
に
向
け
て
努
力
し
た

い
。

当町初の認定子ども園

（
議
案
第
21
号　
与
謝
野
町
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
）　

国
保
税
資
産
割
の
廃
止塩

見　

晋

問　

後
期
高
齢
者
支
援
金
と

介
護
納
付
金
の
今
回
の
改
正

で
は
、
い
ず
れ
も
所
得
割
よ

り
も
資
産
割
の
方
が
高
率
と

な
っ
て
い
る
が
。

保
健
課
長　

資
産
割
は
資
産

の
あ
る
方
の
担
税
力
が
あ
る

と
い
う
考
え
で
課
税
し
て
い

る
。
今
回
の
上
げ
幅
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

問　

現
在
は
、
固
定
資
産
が

あ
っ
て
も
運
用
が
で
き
な
い
。

町
外
の
固
定
資
産
や
法
人
所

有
は
算
定
に
入
ら
な
い
な
ど

矛
盾
が
あ
る
。
国
保
税
は
資

産
税
額
か
ら
の
課
税
を
止
め

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

保
健
課
長　

近
年
、
考
え
方

が
変
わ
り
、
資
産
割
を
廃
止

す
る
自
治
体
も
で
て
き
て
い

る
の
で
、
今
後
に
つ
い
て
は

理
事
者
と
協
議
を
す
る
。

「永き歴史に幕」
～与謝野町岩屋小学校閉校・岩屋保育所閉所～

繰
り
入
れ
な
ど
評
価
す
る

伊
藤
幸
男

問　

合
併
以
来
最
大
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

６
５
０
０
万
円
と
低
所
得
対

策
の
充
実
を
評
価
す
る
。
大

き
な
国
保
税
負
担
で
苦
し
む

町
民
へ
の
徴
収
に
は
充
分
配

慮
を
。

保
健
課
長　

努
力
す
る
。

岩屋小学校 岩屋保育所

　岩屋小学校（１３４年）の歴史、岩屋保育所（６３年間）は地域に根づいた教
育、保育を永きにわたって展開してきましたが、３月末をもって輝かしい歴史と伝
統に幕を引き、それぞれに多くの思い出を胸に、新たな道へと進むことになりまし
た。
　４月からは市場小学校、市場保育所へと夢と希望を胸に抱き、通学・通所してい
くことになりました。生徒、児童の皆さんには、新しい友と仲良く元気に、学び・
遊び、頑張りましょう。

    平成 27 年度与謝野町一般会計補正予算に
　（第４号）に対する付帯決議
    平成 28 年度与謝野町一般会計当初予算に
　対する付帯決議

議員発議による付帯決議案を
　　　　　　　　　賛成多数で可決した！！

（詳しくはＰ．１６に掲載）

（詳しくはＰ．９に掲載）　

※ふたい‐けつぎ【付帯決議】 

 議決された予算案などに関して付される、施行につ

いての意見や希望などを表明する決議。

法的拘束力を有しない。

３月　
定例会
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一般会計補正予算（第４号）

安
達
種
雄

旧
野
田
川
町
庁
舎
の
今
後

問　

旧
野
田
川
町
庁
舎
の
今

後
の
予
定
は
。

　解体される野田川庁舎の現状

企
画
財
政
課
長　

今
後
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
な

か
で
考
え
る
。伊

藤
幸
男

地
域
生
活
密
着
型
事
業
を

問　

電
気
業
者
ら
と
保
安
協

会
の
連
携
で
行
な
う
地
域
密

着
型
の
老
人
世
帯
等
の
訪
問

事
業
を
共
産
党
議
員
団
が
提

案
し
、
町
長
は
新
年
度
か
ら

や
る
と
約
束
し
て
い
た
が
、

ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長　

引
き
続
き
努
力
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略

問　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
を

は
じ
め
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

町
主
導
型
で
あ
っ
て
も
民
意

を
尊
重
し
、
町
民
が
主
役
で

あ
る
べ
き
。
町
中
心
、
コ
ン

サ
ル
あ
り
き
、
一
部
町
民
の

み
の
参
画
で
は
本
当
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
は
成
し
得
な
い
。

町
長　

同
じ
考
え
で
あ
り
、

い
か
に
多
く
の
町
民
と
進
め

ら
れ
る
か
を
検
討
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

補
助
あ
り
き
、
支
援
あ

り
き
の
考
え
で
は
ダ
メ
。
町

民
一
人
一
人
が
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
意
識
で
き
る
中
身
で

あ
る
べ
き
。
期
待
す
る
。

町
長　

徐
々
に
多
く
の
町
民

が
参
画
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
今
回
の
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
を
有
効
に
か
つ

意
味
の
あ
る
活
用
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

失
敗
の
な
い
計
画
を
。

町
長　

町
民
や
議
会
に
も
十

分
な
説
明
を
し
て
進
め
る
。

家
城　

功 　期待するブランド戦略

問　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

開
催
要
領

も
で
き
順
調
に
進
め
て
い
る
。

問　

町
全
体
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
意
識
付
け
も
含
め

情
報
発
信
の
強
化
も
す
べ
き
。

町
長　

町
民
へ
の
周
知
と
情

報
発
信
は
重
要
。
努
力
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
向
け
て
も
町

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

お
も
て
な
し
の
精
神
で
。

商
工
観
光
課
長　

来
町
さ
れ

る
方
の
心
に
残
る
お
も
て
な

し
を
心
掛
け
準
備
を
進
め
る
。

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

問　
40
％
の
減
量
化
計
画
は

実
現
で
き
る
取
り
組
み
を
。

住
民
環
境
課
長　
28
年
度
を

強
化
年
度
と
し
取
り
組
む
予

定
。
町
民
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
有
線
Ｔ
Ｖ
等

も
活
用
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

育
児
や
介
護
で
出
る
紙

椿
サ
ミ
ッ
ト
の
現
状
は家

城　

功

お
む
つ
は
現
在
可
燃
ゴ
ミ
扱

い
で
あ
る
が
子
育
て
や
介
護

支
援
の
観
点
か
ら
別
扱
い
に
。

ま
た
専
用
袋
の
作
成
配
布
も

含
め
要
請
支
援
の
強
化
を
。

町
長　

子
育
て
や
介
護
の
現

状
も
認
識
し
て
い
る
。
各
課

で
連
携
し
、
研
究
や
協
議
を

進
め
実
現
に
向
け
て
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

　盛大に開催された全国椿サミット

問　

岩
滝
地
域
の
山
手
線
の

ラ
イ
ン
の
全
線
修
繕
さ
れ
る

の
は
い
つ
か
。

建
設
課
長　

舗
装
の
長
寿
命

化
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。
舗

装
の
修
繕
計
画
と
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

髙
岡
伸
明

通
学
路
の
安
全
確
保
を

問　

旧
岩
滝
町
の
町
花
、
紫

陽
花
が
あ
る
が
、
管
理
体
制

は
。

建
設
課
長　

全
体
的
に
管
理

が
進
ん
で
な
い
。
地
元
で
管

理
を
お
願
い
し
た
い
。　安全な通学路
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妄
想
事
業
計
画
と
は

問　

第
4
回
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
で
、
妄
想
事
業
計
画
と

い
う
公
募
か
ら
選
定
さ
れ
た

計
画
の
発
表
会
が
あ
っ
た
が
、

こ
ん
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
つ
け

た
意
図
は
。

商
工
観
光
課
長　

起
業
し
よ

う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
る
人
を
喚
起
さ
せ
る
意

味
で
使
っ
た
。

副
町
長　

も
う
少
し
言
葉
を

丁
寧
に
使
う
よ
う
苦
言
を
呈

し
て
お
い
た
。

妄想会議の真意は

定
住
支
援
事
業
に
つ
い
て

問　

福
祉
介
護
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
が
不
足
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
優
遇
施
策
と
し
て
空
き
家

と
福
祉
の
施
策
が
必
要
。

企
画
財
政
課
長　

空
き
家
対

策
で
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い

な
い
。

問　

島
根
県
の
浜
田
市
な
ど

取
組
ん
で
い
る
。
参
考
に
。

企
画
財
政
課
長　

私
も
聞
い

た
事
が
あ
り
勉
強
し
て
み
る
。

道
の
駅
事
業
に
つ
い
て

問　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討

さ
れ
て
い
た
が
。

商
工
観
光
課
長　

関
係
者
等

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね

た
。

問　

地
方
創
生
の
重
点
的
道

の
駅
に
認
定
を
受
け
、
阿
蘇

ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
と
併

せ
た
考
え
が
出
来
な
い
の
か
。

町
長　

阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
活

性
化
は
も
の
づ
く
り
の
拠
点

づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。

多
田　

正
成 雇用と定住を

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
成
果
は

問　

町
長
と
し
て
新
し
い
視

点
で
の
産
業
振
興
策
「
与
謝

野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
」
が

２
カ
年
を
終
え
る
が
、
そ
の

認
識
・
成
果
は
。

町
長　

主
に
次
の
政
策
①
も

の
づ
く
り
強
化
（
ホ
ッ
プ
・

豆
っ
こ
米
）
②
プ
ロ
モ
―
シ

ョ
ン
の
強
化
（
織
り
な
す
ひ

と
）
③
エ
リ
ア
の
構
築
（

阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
）
に
取
組

み
一
定
の
成
果
を
得
た
。　今期も期待ホップ栽培

　

籏    

毅

阿
蘇
活
性
化
プ
ラ
ン

問　

地
域
の
区
長
に
阿
蘇
ベ

イ
エ
リ
ア
活
性
化
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
山
与
醤
油

㈱
の
倉
庫
に
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

中
身
の
こ
と
は
解
ら
な
い
と

の
こ
と
だ
が
。

商
工
観
光
課
長　

阿
蘇
ベ
イ

エ
リ
ア
の
方
々
に
充
分
に
活

性
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内

容
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
詫
び

し
た
い
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

渡
邉　

貫
治

藤
田　

史
郎

特
別
会
計

（
議
案
第
32
・
34
号
）　
簡
水
・
下
水
特
別
会
計
予
算

高くなる料金

問　

財
政
が
厳
し
い
な
か
、

水
道
・
下
水
道
料
金
の
値
上

げ
は
。

水
道
課
長　

平
成
29
か
ら
一

般
家
庭
で
２
５
０
～
３
０
０

円
増
の
見
込
み
。

水
道
下
水
道
料
金
値
上
げ

小
牧
義
昭

下
水
道
課
長　

同
年
、
基

本
料
金
で
５
０
０
円
程
度

の
増
。

問　

公
営
企
業
会
計
に
す
る

べ
き
で
は
。

保
健
課
長　

赤
字
に
な
ら
な

い
努
力
と
公
営
企
業
会
計
に

つ
い
て
は
研
究
を
す
る
。

（
議
案
第
38
号
）　
国
保
特
別
会
計
予
算

国
保
診
療
所
健
全
経
営
に

小
牧
義
昭

■Ｈ２８年度主要政策■
　新しい視点での産業振興策
　　①与謝野ブランド戦略事業　71,759 千円　
　　 ②与謝野農業モデル確立事業　10,700 千円
　　 ③織物振興対策事業　12,660 千円
　観光振興、交流人口の促進
　　①移住・定住支援事業　10,168 千円
　　 ②海の京都地域連携、地域づくり事業　20,102 千円
　　 ③全国椿サミット与謝野大会の開催　2,700 千円
　地域密着型の福祉政策
　　①地域福祉計画策定事業　3,227 千円
　　 ②喀痰吸引等研修事業　480 千円
　　 ③地域医療確保奨学金貸付事業　7,610 千円
　　 ④介護予防地域交流活性化事業　1,080 千円
　 　⑤認知症対応型共同生活介護家賃等助成金制度　8,067 千円
　その他
　　新たな視点での子ども子育て支援策
　　 未来を見据えた教育施策
　　 徹底した情報の透明化、どなたでも参画できる町政の実現

黒字化を目指す石川診療所
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    一般会計・補正予算（第 4 号）に対する討論

賛成討論

伊藤　幸男（日本共産党与謝野町議員団）

「多忙な中、努力を評価」
　この補正予算は、地方創生関連等で 13 カ月予算としての重要な内容だ。近年は、政府の
制度変更による自治体への通知が急で、時間制限があるため、必要な関係団体との協議調整
が不充分なまま、事業を進めざるを得ない状況に置かれている。この下で膨大な事務処理を
こなさねばならない苦労と努力を重ねてきた点は敬意と評価をしたい。
　今回の補正予算は、海の京都ＤＭＯやブランド戦略などに不明朗な点があり、一層解り易
く鮮明にして頂くことを、強く求めるものである。

    平成 27 年度与謝野町一般会計補正予算に
　（第４号）に対する付帯決議

　
　商工振興費　与謝野ブランド戦略事業４１００万円について、この補正予算は国の地方創生
加速化交付金 10／ 10を財源に取り組まれるが、すべての事業が委託・補助であり、特に「阿
蘇ベイエリアプロジェクト補助金では大半が、まだ存在の無いまちづくり法人（仮称）への運
営要支援補助に充てられる。町の厳しい経済状況から見ても、この補助金ありきの事業は理解
できない。また、手探りの中で進められる先行き不透明な事業では、真の地方創生は成し得が
たい。地方創生のビジョンづくりは地域から積み上げていく大切さを説き、課題と向き合い、
自らの力で解決できる仕組みの構築が必要である。

①国の全額補助事業であっても、地方創生の趣旨に反映される使途が図られるよう、内容の見
　直しを求める。
②自立できる体制づくりを前提とした事業展開を求める。
③今後一層厳しさを増す町財政を考えると、町民に夢と希望を与え、一人でも多くの町民を巻
　き込み、成果につながる事業展開を求める。
　以上、決議する。
　　　　　　　　平成２８年３月１７日　　　　　　　　　　　　　　与謝野町議会

　　　
　　　　　議員名

　議　案

賛　  反

成      対

髙 
岡
 

伸
明

和
田

裕
之

小
牧

義
昭

渡
邉

貫
治

安
達

種
雄

江
原

英
樹

伊
藤

幸
男

　
　
　
史
郎

宮
﨑   

有
平

塩
見   

    
晋

河
邉
新
太
郎

有
吉  

       
正

家
城   

      
功

　  
    
   

毅

多
田
　
正
成

博
文

議案第２４号

平成２７年与謝野町一般

会計補正予算（第４号）
11 : 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ －

発議第１号

「議案第２４号・平成

２７年与謝野町一般会計

補正予算（第４号）」に

対する付帯決議（案）

12: 3 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

議案第２５号

平成２７年与謝野町簡易

水道特別会計補正予算

（第３号）

14 : 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第２号

「議案第３１号・平成

２８年度与謝野町一般会

計予算」に対する付帯

決議（案）

 12 : 3 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○印は賛成　×印は反対

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

一目でわかる審議結果
賛否の分かれた議案

与謝野ブランド戦略事業など、新たな取り組みが始まっているが、地域経済

の発展と活性化に向け真の取り組みが必要である。当町はさまざまな歴史と

伝統が育まれておりより価値観の生まれるまちづくりに取り組まなければな

らない。「価値の創造と現状の課題」をしっかり分析し、今後の町政を更に展

開していかなければならない。



1819 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 

議
会
懇
談
会
で
出
た
町
民
の
切
実
な
声

問
　
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業

費
縮
減
と
町
民
へ
の
説
明
を
求
め

る
。
な
お
、
先
進
地
の
施
設
で
は
不
具
合
や

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

町
長

　宮
津
与
謝
ご
み
処
理
推
進
会
議
等

で
検
討
を
行
い
、
町
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
に
努
め
る
。
ま
た
、
不
具
合
・
事
故

は
す
べ
て
解
消
し
て
い
る
。

問
　
新
た
な
学
校
統
廃
合
の
方
向
性
が

必
要
で
は
。

町
長

　再
編
可
能
な
地
域
か
ら
進
め
る
。

児
童
数
の
予
測
修
正
や
実
態
を
把

握
し
、
見
直
し
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

問
　
介
護
保
険
料
の
町
民
負
担
が
増
加

し
て
お
り
、
介
護
予
防
施
策
の
充

実
を
求
め
る
。

町
長

　新
た
な
介
護
予
防
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
お
り
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
介
護
予
防
施
策
が
後
退
し
な
い
よ

う
努
め
る
。

問
　
府
道
網
野
岩
滝
線
と
加
悦
但
東
線

の
整
備
促
進
は
。

町
長

　府
道
網
野
岩
滝
線
は
京
都
府
・
京

丹
後
市
と
連
携
し
、
整
備
促
進
を

図
る
。
府
道
加
悦
但
東
線
は
、
非
常
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
箇
所
が
残
っ
て
お
り
、
峠

部
分
を
含
め
て
地
域
と
調
整
を
図
る
。

問
　
重
伝
建
保
存
地
区
保
全
事
業
の
京

都
府
補
助
金
が
、
上
限
基
準
額
を

交
付
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

町
長

　全
国
町
村
会
に
働
き
か
け
、
予
算

増
額
を
要
望
す
る
。

問
　
町
内
各
区
の
地
域
要
望
に
積
極
的

な
対
応
を
求
め
る
。

町
長

　各
分
野
に
わ
た
り
歳
出
予
算
増
大

が
地
域
要
望
予
算
を
圧
迫
し
て
い

る
。
優
先
順
位
の
高
い
順
に
対
応
す
る
。

議会懇談会

ここが聞きたいここが聞きたい

一 般 質 問

「
一
般
質
問
」
は
、
議
員
に
と
っ
て
住
民
か
ら
重
大
な
関
心
と
期
待
を
持
た
れ
る
大
事
な
議
員
活
動
で
す
。
町
政

全
般
に
わ
た
っ
て
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
、
議
員
が
自
ら
の
政
策
提
言
を
行
い

政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

質
問
す
る
議
員
は
執
行
当
局
に
事
前
通
告
を
し
ま
す
。
本
会
議
で
の
質
問
時
間
は
、
一
人
30
分
で
す
。
質
疑
の

よ
う
す
は
、
質
問
し
た
議
員
が
自
ら
原
稿
を
お
こ
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ａ 

要
望
は
で
き
る
限
り
積
極
的
に
対
応
す
る

宮 﨑  有 平  議 員

Ｑ 

教
育
政
策
・
施
策
・
事
業
の
最
重
要
点
は

Ａ 

児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
で
あ
る

Ｑ 

ど
う
な
る
加
悦
谷
高
校
の
将
来

Ａ 

加
悦
谷
高
校
の
存
続
、発
展
を
考
え
て
い
る

問
　
与
謝
野
町
に
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
を

重
視
し
た
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
（
与
謝
野
町
教
育
振
興
基
本
計

画
）
が
無
い
。
策
定
し
て
も
ら
え
る
か
。

教
育
長

　期
限
は
約
束
で
き
な
い
が
努

力
し
進
め
た
い
。

問
　
当
町
の
教
育
政
策
施
策
事
業
の
ト

ッ
プ
に
位
置
付
け
る
項
目
は
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
で

あ
る
。
最
重
点
課
題
と
し
て

推
進
す
る
。

幼
保
連
携
小
中
一
貫
教
育

問
　
岐
阜
市
の
英
語
教
育
・
京
丹
後
市

小
中
一
貫
教
育
な
ど
、
進
む
自
治

体
・
学
校
教
育
法
の
改
正
ま
で
し
た
小
中
一

貫
教
育
に
対
す
る
国
の
対
応
に
対
し
、
幼
保

連
携
小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
等
の
研
究
・
検
証
・
検
討
を
実
施
し
て

ほ
し
い
が
。

教
育
長

　当
町
は
、
幼
保
・
小
中
連
携

の
強
化
を
図
る
。
研
究
は
し

て
い
き
た
い
。

問
　
教
育
の
最
終
目
標
は
ど
ん
な
人
を

育
て
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
長   
知
・
徳
・
体
を
身

に
付
け
た
自
分
の

考
え
を
持
っ
た
、
社
会
的
に
自
立
し
た
人
間

を
育
て
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

認
定
こ
ど
も
園

問
　
幼
稚
園
は
→
教
育
→
子
供
に
対
す

る
指
導
で
あ
る
。
保
育
園
は
→
保

育
→
親
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。
全
く
違
う

政
策
が
混
同
す
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
で

レ
ベ
ル
低
下
し
な
い
か
。

教
育
長

　先
生
方
の
対
応
で
可
能
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
　
生
徒
数
減
少
を
理
由
に
し
た
、
北
部

府
立
高
校
の
取
り
組
み
の
内
容
は
。

教
育
長
　府
立
高
校
の
在
り
方
や
、
活

性
化
策
を
考
え
、
幅
広
く
意

見
を
聞
い
て
い
く
。

問
　
在
り
方
懇
話
会
が
始
ま
っ
た
が
、

住
民
、
保
護
者
の
意
見
は
聞
い
て

も
ら
え
る
の
か
。

教
育
長

　地
域
の
方
や
、
町
内
の
学
校

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
会

議
に
臨
み
た
い
。

問
　
多
く
の
生
徒
が
宮
津
高
校
を
選
択

す
る
よ
う
だ
が
、
原
因
は
ど
こ
に
。

教
育
長
　一
番
の
原
因
は
生
徒
数
の
減

少
だ
と
思
う
。

問
　
再
編
統
廃
合
計
画
は
複
雑
な
思
い

だ
。
高
校
・
分
校
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
良
さ
が
あ
る
。
学
校
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
長

　加
悦
高
の
現
状
維
持
は
難
し

い
が
、
存
続
し
た
い
。
北
部

が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
願
い
を
出
し
た
。

簡
単
に
、
学
校
改
変
が
さ
れ
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

問
　
入
試
制
度
が
変
わ
り
、
受
験
方
法

が
学
校
間
の
教
育
格
差
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
特
色
が

あ
る
。
簡
単
に
は
言
え
な
い
。

問
　
高
校
の
再
編
・
統
廃
合
は
地
域
の

衰
退
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
町

づ
く
り
の
課
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
。

町
長

　加
悦
高
は
、
与
謝
野
町
の
町
づ
く

り
に
と
て
も
重
要
な
教
育
機
関
で

あ
り
、
さ
ら
に
連
携
・
共
同
を
進
め
て
い
き

た
い
。
懇
話
会
を
通
じ
て
意
見
を
述
べ
て
い

き
た
い
。

小 牧  義 昭  議 員髙 岡  伸 明  議 員

特徴ある高等学校へ 教育振興基本計画を



2021 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 
予
算
編
成
に
お
け
る
補
助
金
の
考
え
方
は

Ａ 
補
助
対
象
者
に
は
、必
要
書
類
提
出
を
義
務
化

Ｑ 

岩
屋
～
市
場
小
学
校
へ
通
学
路
の
安
全
策

問
　
予
算
に
占
め
る
補
助
金
の
割
合
は
。

町
長

　当
初
予
算
総
額
１
２
３
億
円
に
対

し
て
、
４
億
６
０
５
万
円
程
で
、

３
・３
％
で
あ
る
。

問
　
補
助
金
交
付
先
の
名
簿
は
。

町
長

　交
付
先
は
、
約
１
０
１
９
件
で
あ

る
。

問
　
補
助
金
交
付
先
が
不
明
朗
で
不
適

切
で
あ
る
と
声
が
上
が
っ
た
と
き

ど
う
す
る
の
か
。

町
長

　実
積
報
告
書
に
収
支
決
算
書
等
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
に
適
合
す

る
と
認
め
た
場
合
に
補
助
金
額
の
確
定
を
行

な
う
。
し
か
し
、
町
民
に
は
住
民
監
査
請
求

制
度
が
あ
り
、
財
務
会
計
行
為
に
か
か
る
違

法
、
不
当
な
怠
る
事
実
が
あ
る
と
監
査
委
員

が
認
め
る
と
き
は
、
町
に
対
し
て
必
要
な
是

正
措
置
を
す
る
よ
う
勧
告
さ
れ
る
。
そ
れ
を

受
け
て
、
再
調
査
し
、
不
適
切
と
判
断
し
た

場
合
は
、
補
助
事
業
者
に
対
し
て
返
金
等
を

命
じ
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
市
場
小
学
校
へ
通
学
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
区
か
ら
の
要
望
書
の
な

か
に
は
、
安
全
確
保
の
た
め
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
の
運
行
の
配
慮
を
願
う
と
の
一
項
目
も

あ
っ
た
が
。

教
育
長

　現
時
点
で
は
バ
ス
は
考
え
て

い
な
い
が
、
P
Ｔ
Ａ
や
見
守

り
隊
に
も
協
力
を
頂
き
、
安
全
に
登
下
校
で

き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

問
　
全
国
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
が

８
月
に
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
当

Ａ 

道
路
や
信
号
な
ど
懸
念
カ
所
の
整
備
を
進
め
て
い
る

町
の
成
績
は
。

教
育
長

　教
育
委
員
会
と
し
て
各
校
の

公
表
は
出
来
な
い
。

問
　
町
長
は
各
学
校
の
学
力
が
向
上
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
検
証

が
で
き
な
い
。
調
査
は
学
力
の
底
上
げ
を
見

る
も
の
で
、
学
校
の
頑
張
り
を
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。

教
育
長

　学
校
間
の
序
列
化
が
進
む
こ

と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な 渡 邉  貫 治  議 員

有効な補助金を危ない通学路

い
。
内
部
で
分
析
を
し
な
が
ら
し
っ
か
り
受

け
止
め
対
処
し
て
い
る
。

公
共
事
業
の
地
元
発
注
を

問
　
国
の
公
共
投
資
抑
制
政
策
や
、
上
下

水
道
の
町
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
の

終
了
に
伴
い
、
町
内
建
設
事
業
者
へ
の
発
注

量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
特
記
仕
様

書
に
条
例
の
理
念
を
生
か
す
努
力
を
求
め
る

事
や
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
の
廃
止
な
ど
、

公
平
な
状
態
で
町
内
事
業
者
に
競
わ
せ
な
が

ら
、
受
注
機
会
を
増
や
す
工
夫
が
必
要
だ
。

町
長

　町
内
事
業
者
の
仕
事
量
が
相
当
落

ち
込
ん
で
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、

原
則
、
地
元
発
注
を
徹
底
し
て
い
る
。

塩 見  　 晋  議 員

Ａ 

地
方
自
治
こ
そ
が
住
民
の
幸
福
追
求
の
場
と
認
識

Ｑ 

特
定
空
き
家
に
対
す
る
措
置
は
慎
重
に

問
　
自
治
体
は
住
民
の
幸
福
向
上
を
目

的
と
し
て
存
在
す
る
た
め
、
的
確

な
行
政
施
策
に
よ
っ
て
幸
福
度
指
標
の
向
上

を
図
り
、
町
民
が
幸
福
を
完
成
で
き
る
地
域

社
会
を
築
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
の
政
策

課
題
を
問
う
。
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
。

町
長

　事
業
者
の
挑
戦
を
喚
起
す
る
環
境

を
構
築
し
経
済
の
循
環
と
活
気
を

取
り
戻
す
。

問
　
予
防
医
療
の
現
状
は
。

問
　
空
き
家
対
策
は
、
活
用
で
き
る
空

き
家
は
「
有
効
活
用
」
し
、
廃
屋

化
し
た
空
き
家
は
「
解
体
除
去
」
が
重
要
な

観
点
と
考
え
る
。
国
で
は
昨
年
５
月
、
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
が
昨
年
５
月
に
完
全
施

行
さ
れ
、
当
町
で
は
い
ち
早
く
、
多
く
の
関

係
者
の
協
力
で
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
後
、

空
き
家
対
策
は
取
り
や
す
く
な
る
の
は
確
か

で
あ
り
、
所
有
者
は
放
置
し
に
く
い
状
況
に

も
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、
特
定
空
き
家
に

指
定
さ
れ
れ
ば
、
市
町
村
の
権
限
で
、
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
の
打
ち
切
り
、
所
有
者

へ
の
指
導
・
勧
告
・
命
令
や
代
執
行
が
で
き

る
が
、「
協
議
会
」
も
設
置
し
て
、
慎
重
に

す
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
は
。

町
長

　指
摘
の
通
り
、
慎
重
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
措
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
沿
っ
た
形
で
研
究
を

進
め
て
行
き
た
い
。

Ａ 

指
摘
の
通
り
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い

薬
物
乱
用
の
防
止
教
育
を

問
　
覚
せ
い
剤
・
大
麻
・
コ
カ
イ
ン
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
い
っ
た
薬
物
乱

用
は
、
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
全
て
の

国
が
抱
え
る
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
我
が
国
で
も
若
年
層
、
ま
た
、
そ
れ
よ

り
低
年
齢
層
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
学
校
で

の
防
止
教
育
は
大
変
重
要
だ
。

町
長

　薬
物
乱
用
は
京
都
府
内
に
於
い
て

も
青
少
年
へ
の
広
が
り
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
当
町
で
も
薬
物
乱
用
防
止
教
室

な
ど
積
極
的
に
開
催
し
、
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ 

笑
顔
か
が
や
く
ま
ち
の
幸
福
度
指
標
は

町
長

　「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」「
予

防
接
種
」「
歯
科
検
診
」
を
中
心

に
保
健
指
導
を
行
う
。
特
に
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
は
、
き
め
細
か
い
指
導
を
し
て
い
る
。

問
　
健
康
寿
命
延
伸
対
策
は
。

町
長

　健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
、
平
成

27
年
度
は
他
の
市
町
村
に
先
駆
け

て
国
保
デ
ー
タ
ー
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
す
る

な
ど
、
健
康
課
題
を
抽
出
し
健
康
事
業
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。

問
　
自
転
車
道
線
に
照
明
を
。

町
長

　延
長
12
㎞
の
府
道
加
悦
岩
滝
自
転

車
道
の
照
明
施
設
は
28
年
度
に
加

悦
高
ま
で
、
29
年
度
は
堂
谷
橋
か
ら
石
田
橋

ま
で
、
そ
の
後
加
悦
高
か
ら
か
や
道
の
駅
ま

で
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、
京
都
府
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
　

30
歳
成
人
式
の
想
い
は
。

町
長

　而
立
（
じ
り
つ
）
と
い
う
節
目
の

年
こ
そ
「
本
当
の
成
人
」
だ
と
捉

え
、
与
謝
野
町
で
開
催
さ
れ
て
全
国
に
浸
透

し
た
。
地
元
に
愛
着
を
持
ち
地
方
創
生
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

江 原  英 樹  議 員

笑顔輝く幸せの町増える特定空き家

和 田  裕 之  議 員
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一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 
今
の
経
済
政
策
を
ど
う
思
う
か

Ａ 
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
、実
感
し
な
い

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
の
強
化

Ａ 

取
り
組
の
強
化
を
進
め
る 問

　「
年
金
が
減
り
、
国
保
も
介
護
、
後

期
医
療
負
担
も
値
上
が
り
続
け
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声
が
出
る

ほ
ど
深
刻
な
厳
し
い
不
況
の
中
で
、
大
企
業

や
富
裕
層
だ
け
が
儲
か
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
、

社
会
保
障
と
労
働
法
制
の
連
続
改
悪
で
、
町

民
の
暮
ら
し
と
営
業
に
直
撃
し
、
地
域
経
済

の
衰
退
が
加
速
し
て
い
る
。
2
年
前
の
消
費

税
を
引
き
上
げ
た
後
の
景
況
が
、
地
元
業
者

な
ど
に
重
大
な
事
態
が
起
き
て
い
る
。
今
の

経
済
政
策
を
ど
う
思
う
か
。

町
長

　地
方
創
生
交
付
金
は
一
定
評
価
し

て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
期

待
感
も
あ
っ
た
が
、
本
町
で
は
実
感
が
な
い
。

施
行
で
自
衛
隊
派
兵
か

問
　
国
民
的
反
対
世
論
の
下
で
、
こ
れ

を
押
し
切
り
強
行
成
立
さ
せ
た
安

保
法
制
（
戦
争
法
）。
こ
の
下
で
共
に
反
対

し
て
き
た
５
野
党
は
2
月
「
戦
争
法
廃
止
」

の
一
点
で
「
選
挙
協
力
」
を
合
意
し
、
そ
の

具
体
化
が
北
海
道
、
宮
城
、
熊
本
、
沖
縄
な

ど
で
野
党
統
一
候
補
者
を
作
り
、
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。
●
戦
争
法
の
施
行
で
、
南
ス

ー
ダ
ン
や
過
激
武
装
組
織
Ｉ
Ｓ
へ
の
自
衛
隊

派
兵
を
、
参
院
選
後
に
実
施
す
る
計
画
だ
が
。

町
長

　安
保
法
制
は
集
団
的
自
衛
権
も
認

め
て
お
り
、
自
衛
隊
派
兵
も
あ
り

得
る
。
行
使
す
る
に
は
、
国
会
承
認
が
必
要

で
、
国
会
の
正
し
い
良
識
で
判
断
さ
れ
る
と

信
じ
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

町
長

　現
在
約
70
名
の
方
々
か
ら

４
０
０
万
円
を
越
え
る
貴
重
な
寄

付
を
頂
い
て
い
る
。
与
謝
野
町
を
応
援
し
て

頂
く
方
々
と
、
与
謝
野
町
を
繋
ぐ
と
い
う
役

割
だ
け
で
な
く
、
財
政
力
の
弱
い
本
町
に
お

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
貴
重
な
財
源

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
多

く
の
方
に
特
産
品
を
贈
る
こ
と
で
、
地
元
産

業
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
も
実
感
し
て
い

る
。問

　
町
の
Ｐ
Ｒ
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
上
で
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
と
比
べ
る
と
、

コ
ス
ト
の
か
け
方
も
違
い
Ｐ
Ｒ
が
弱
い
部
分

は
、
否
め
な
い
か
と
思
う
。
今
後
、
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
方
法
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
組
織
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

　こ
れ
ま
で
職
員
一
人
が
他
の
業
務

と
兼
務
を
し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
。

今
後
は
職
員
数
を
増
や
す
な
ど
体
制
の
強
化

も
含
め
て
、
よ
り
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
化
し
て
い
く
。

頑張ろう企業経営町のＰＲに与謝野特産品を

伊 藤  幸 男  議 員河 邉 新 太 郎 議 員

Ｑ 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
誘
致
に
動
く
べ
き
で
は

Ａ 

検
討
会
で
情
報
の
収
集
を

Ｑ 

旧
加
悦
町
役
場
の
改
修
と
活
用
を

Ａ 

文
化
財
を
守
り
な
が
ら
改
修
を
含
め
利
活
用
を
検
討

問
　
京
都
府
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ(

直
交
集
成

板)

の
大
型
加
工
施
設
を
府
内
北
・

中
部
に
設
置
す
る
と
の
案
を
公
表
し
た
。
こ

れ
は
厚
い
板
を
直
角
に
数
枚
接
着
し
た
パ
ネ

ル
建
材
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨
に
代
わ

る
建
築
素
材
で
国
が
普
及
を
目
指
し
て
お
り
、

こ
の
施
設
は
丸
太
の
量
で
10
万
立
方
米
と
広

い
用
地
が
必
要
だ
が
、
立
地
を
希
望
す
る
市

町
や
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
、
参
加
す
る
会
議
が

も
た
れ
る
と
の
こ
と
で
、
誘
致
に
名
乗
り
を

あ
げ
る
べ
き
で
は
。

町
長

　施
設
の
稼
働
予
定
が
平
成
30
年
度

と
時
間
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
成

長
型
林
業
構
想
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
会
議
の
情
報
を
収

集
し
た
い
。

高
齢
者
を
守
る
た
め
に

問
　
町
内
で
も
、
高
齢
者
の
周
辺
に
は

振
り
込
め
詐
欺
や
特
殊
詐
欺
の
被

害
が
で
て
い
る
。
最
近
は
被
害
に
あ
っ
て
も

騙
さ
れ
た
こ
と
さ
え
気
付
か
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
聞
く
。
こ
れ
だ
け
全
国
的
に
報
道
や

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
も
被
害
が
減
ら
な
い
。
町
も
高

齢
者
を
守
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

町
長

　警
察
署
や
京
都
府
と
連
携
、
民
生

委
員
さ
ん
に
も
お
願
い
し
、
地
域

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
で
も
啓
発
を
お
願
い

し
て
お
り
、
安
心
・
安
全
を
守
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

問
　
耐
震
予
備
調
査
が
昨
年
３
月
に
実

施
さ
れ
、
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
内
で
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

教
育
長

　こ
の
予
備
調
査
は
耐
震
性
の

有
無
で
は
無
く
、
本
調
査
を

行
う
際
に
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
の
か
を
、
各

調
査
に
よ
り
指
摘
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

文
化
財
で
あ
り
基
本
的
活
用
ス
タ
ン
ス
が
決

ま
れ
ば
、
改
修
に
向
け
て
の
本
調
査
な
ど
を

検
討
し
た
い
。

問
　
旧
加
悦
町
役
場
は
重
伝
建
ち
り
め

ん
街
道
の
シ
ン
ボ
ル
、
来
客
の
玄

関
口
、
平
成
14
年
ま
で
加
悦
町
役
場
と
し
て

使
用
さ
れ
た
経
緯
、
昭
和
初
期
の
洋
館
と
し

て
の
貴
重
な
歴
史
的
文
化
財
で
あ
る
。
そ
の

背
景
か
ら
見
て
も
耐
震
改
修
と
利
活
用
は
必

要
と
考
え
、
次
の
提
案
を
す
る
。
平
成
30
年

に
は
「
天
神
橋
」
が
完
成
予
定
で
「
ち
り
め

ん
街
道
水
辺
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
活
用
に
関
す
る
協
議
会
を

今
年
度
立
ち
上
げ
、
改
修
を
含
め
利
活
用
の

結
論
を
出
し
、
新
た
な
活
性
化
を
導
く
。

町
長
　地
元
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
意
見
を
聞
き
、
文
化
財
と

し
て
の
価
値
を
守
り
な
が
ら
活
用
し
て
い
く

方
法
を
検
討
し
た
い
。
利
活
用
の
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
観
光
協
会
・
海
の
京
都
ち
り
め

ん
街
道
実
践
者
会
議
な
ど
の
組
織
に
よ
り
、

議
論
の
場
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

毅  議 員

森の京都事業再活用の協議の場を期待

史 郎  議 員
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一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！
Ｑ 

行
革
の
財
政
効
果
が
見
え
な
い
原
因
は

Ｑ 
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
人
口
対
策
で
あ
る

Ａ「
町
の
創
生
総
合
戦
略
」の
も
と
人
づ
く
り
が
重
要

問
　
我
が
国
の
人
口
は
増
加
か
ら
減
少
へ

向
か
っ
て
い
る
。
府
北
部
の
７
市

町
は
５
年
間
で
１
万
４
千
人
の
減
少
で
あ
る
。

当
町
で
も
合
併
時
の
２
万
５
千
人
が
現
在

２
千
人
余
の
減
で
あ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
人

と
新
生
児
は
約
半
数
で
あ
る
。
加
悦
谷
高
校

の
卒
業
生
26
年
度
１
２
６
人
で
地
元
に
残
っ

た
の
は
６
人
、
27
年
度
１
１
８
人
中
８
人
で
、

毎
年
１
０
０
人
余
り
が
都
市
部
へ
出
て
い
る
。

町
長

　「
町
の
創
生
総
合
戦
略
」
を
昨
年

ま
と
め
た
京
都
与
謝
野
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
で
将
来
展
望
と
し
て
２
０
６
０
年
年
に

概
ね
１
万
６
千
人
前
後
で
人
口
減
は
落
ち
着

く
と
し
て
、
人
づ
く
り
実
現
に
向
け
28
年
度

仮
称
「
ヨ
サ
ノ
大
学
」
に
着
手
、
教
養
、
地

域
力
、
想
像
力
、
国
際
性
を
基
軸
と
し
た
展

開
を
し
て
い
く
。

問
　
島
根
県
海
士
町
で
は
人
口

２
３
０
０
人
だ
が
２
割
が
移
住
者

で
あ
る
。
そ
の
受
け
入
れ
の
た
め
、
子
育
て

基
本
法
を
定
め
高
校
生
の
学
費
補
助
、
結
婚

や
新
生
児
に
祝
金
等
好
条
件
で
子
育
て
を
支

援
し
て
い
る
。
結
果
、
以
前
統
廃
合
寸
前
の

高
校
が
全
学
年
２
ク
ラ
ス
、
保
育
所
は
待
機

児
童
が
出
る
ま
で
に
な
っ
た
。

町
長

　来
年
度
島
根
大
学
に
職
員
を
派
遣

す
る
。
全
国
的
な
事
例
を
学
び
そ

の
中
で
与
謝
野
町
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
く
。
地
方
創
生
に
か
か
る
取
り
組
み
を

全
方
位
的
に
進
め
る
。
そ
の
先
に
は
限
り
な

い
豊
か
な
未
来
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

Ａ 

成
果
は
出
て
い
る
が
、予
算
が
膨
ら
み
見
え
な
い

少子化対策に力を危機感と行政改革

多 田  正 成  議 員 安 達  種 雄  議 員

問
　
平
成
28
年
度
か
ら
赤
字
財
政
見
通

し
で
、
７
年
後
に
は
積
立
基
金

41
億
９
７
０
０
万
円
が
０
円
の
予
測
と
し
て

い
る
が
、
危
機
感
を
持
っ
て
行
革
に
取
組
で

い
る
の
か
。

町
長

　25
・
26
年
度
は
基
金
を
積
増
し
し

て
お
り
こ
れ
を
効
果
と
し
て
捉
え

て
い
る
が
、
加
悦
中
、
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
な

ど
工
事
価
額
の
高
騰
、
福
祉
関
連
の
扶
助
費

の
増
大
な
ど
予
算
規
模
が
膨
ら
み
、
効
果
が

打
ち
消
さ
れ
て
い
る
。

問
　
努
力
の
評
価
と
予
算
規
模
増
大
も

理
解
を
す
る
が
、
行
政
改
革
と
は

単
年
度
歳
出
の
増
減
で
は
な
い
。

町
長

　施
設
管
理
計
画
、
施
設
統
廃
合
や

再
配
置
に
つ
い
て
不
退
転
の
決
意

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

問
　
与
謝
野
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
事
業

で
ブ
レ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を

さ
れ
て
き
た
が
、
起
業
化
の
生
ま
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長

　ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
醸
成
し
、

起
業
精
神
や
世
界
に
向
け
て
発
信

の
で
き
る
素
材
、
生
産
者
、
職
人
の
方
々
の

出
逢
い
が
で
き
た
と
考
え
る
。

問
　
こ
う
言
っ
た
取
組
で
問
題
な
の
は

誰
が
事
業
を
す
る
の
か
と
言
っ
た

こ
と
で
、
い
ま
ま
で
は
成
功
し
て
い
な
い
が
。

町
長

　こ
の
町
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
に

与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
で
は
事
業
者
の

挑
戦
を
喚
起
す
る
環
境
を
構
築
し
て
行
き
た

い
と
考
え
る
。

家 城  　 功  議 員

Ｑ 

信
頼
と
緊
張
が
入
札
に
は
必
要

Ａ 

信
頼
関
係
が
築
け
る
よ
う
最
善
を
尽
く
す

入札のあり方

問
　
入
札
に
係
る
事
務
処
理
や
会
議
に
つ

い
て
、
見
直
し
や
改
善
が
更
に
必
要
。

副
町
長

　行
政
と
業
者
と
の
関
係
は
信

頼
と
緊
張
感
が
大
切
。
構
築

で
き
る
よ
う
改
善
す
べ
き
こ
と
は
改
善
す
る
。

問
　
公
共
事
業
確
保
が
厳
し
い
状
況
下
、

更
に
努
力
を
。

町
長

　情
報
収
集
、
情
報
交
換
が
で
き
る

態
勢
に
今
後
も
更
に
努
力
を
図
る
。

問
　
発
注
が
激
減
す
る
な
か
で
今
後
に

お
い
て
は
、
分
離
発
注
の
研
究
が

必
要
だ
。

町
長

　必
要
な
分
野
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
、

可
能
な
範
囲
で
取
り
組
み
た
い
。

問
　
現
場
代
理
人
（
現
場
監
督
）
の
数

の
本
数
し
か
入
札
に
参
加
で
き
な

い
町
独
自
の
制
限
条
件
は
改
善
す
べ
き
。

町
長

　昨
今
の
状
況
を
鑑
み
た
場
合
、
改

善
の
必
要
性
が
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
早
期
の
改
善
に
向
け
協
議
す
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
枠
職
員

問
　
新
年
度
か
ら
採
用
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
枠
職
員
は
ど
ん
な
業
務
を
さ

れ
る
の
か
。

町
長

　バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
発
想
力
求
め
た

採
用
枠
。
ま
ち
の
活
性
化
に
活
か

せ
る
部
署
に
配
置
す
る
。

問
　
課
題
に
対
し
専
門
的
に
取
り
組
む

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
特
命
」
を

担
う
職
務
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
し
、
結
果

も
求
め
る
べ
き
。

町
長

　先
ず
は
適
性
に
応
じ
た
各
部
署
に

配
属
し
、
成
長
過
程
等
を
確
認
し

な
が
ら
、
専
門
的
な
業
務
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
き
た
い
。

《【
質
問
は
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。】

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。
本
会
議
の
内
容
は
、
会
議
録
で
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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議会広報特別委員会任期満了

　平成２８年３月議会より過去２度、計３回の議会だよりアンケート調査を行い、延べ１０５人の方にお願いしました。

　１　表紙に関しては、良い（55人）　ふつう（43人）　インパクトが弱い（7人）
　２　議員質問の内容について、わかりやすい（31人）　ふつう（58人）関心が持てない（7人）
　３　一般質問の内容、構成について、わかりやすい（39人）　ふつう（62人）　関心が持てない（3人）
　４　裏面　わかりやすい（47人）　ふつう（52人）　関心が持てない（5人）
　５　全体として　・読んだことがあるか　　毎回（47人）　たまに（50人）　全くない　（4人）　・わかりにくい用語　
　　　ある（20人）　ない（45　人）　このような結果でした。

１　表紙　
　☆季節感があり子供たちもかわいく毎号楽しみにしている。☆７月の七夕飾りつけなのでしょうが、うれしいイメージが
　浮かばない。☆「議会だより」の題文をもう少し工夫。☆子どものかわいい表情が出ていて楽しそうですね。　

２　議員質問
　☆ P １４「野田川庁舎等改修不要」は、表題そのものが小牧氏の意見になっているが事業名を、わかりやすく記載されて
　は。☆字の太さ「答え」が少し弱いのでは。☆各議員の質問に対して写真付きで説明が有りわかりやすい。☆議会で不必
　要と思われる質問が多分に見られる。☆町民全体のことを考えた質問にしてほしい。☆スペースの都合上返答が短くまと
　められていますが、やはり町民が知りたいのは具体的な答えではないでしょうか。☆合併後１０年経過、進捗状態等もっ
　と知りたい。☆写真が多すぎる。内容が要約し過ぎでは。☆この時期に、出初め式の写真はどうでしょう。　

３　一般質問
　　☆答弁の少しインパクトが弱い。☆箱詰め状態で醜い。☆もっと内容（根本的どうするか）詳細に。☆事前通告制なの
　　で返答が具体的でよいと思います。☆議員さんの写真が出ているので、とてもわかりやすい。

４　裏面
　☆文字の間隔が少し読みにくい。☆記事は、毎回楽しみに見ています。☆町民の広場を充実させる必要がある。☆もっと
　町民の意見を載せてほしい。☆裏面にしないで、内ページにしてはどうか。☆子供は、まさに「町の宝」なので、子供を
　載せることで新世代の関心も集めやすいし、未来に希望が持てる感じがします。☆子供たちの声を載せてはどうでしょう
　か。子供達から見た「自分たちの学校紹介」や「与謝野町の良いとこ、悪いとこ」子ども目線は、意外と新しい発見がる
　かも。

５　全体として　
　☆見やすい紙面を望む。☆スペースの都合もあると思いますが、町側の回答を詳しく載せてほしい。
　☆一般質問は、各議員の視点を重視し、発言順に記載されているが、読み手としては課題別、又は答弁ごとにまとめた方
　が、　町の動きや課題がわかりやすくなる。☆表題を議員活動だよりにして、議会で調整のチェックのほかに各委員会　
　や視察研修報告書等の議員活動の掲載を望む。☆行政の運営上、議会審議が重要であることが町民に判断できるように、
　今後も努力願います。☆構成等工夫されていると思います。☆「議会だより」ということで難しい用語、解りにくい言葉
　が多くなるのは仕方ないが、写真や図表を多用して「読んでみよう」より「見てみよう」と思わせるのもいいと思う。　
　☆町の宝の場合、子どもたちが学習しているのはよくわかるが、写真はもう少し大きめがよい。☆読みやすいものを作っ
　てください。☆若い人たちに比べ高齢者になるとヨコ文字に弱く文章の理解ができにくい部分がある。カッコ付きで注釈
　などあれば読みやすくなると思います。☆できる限りサイズの大きめの文字で（町民の高齢化で視力が・・・）私は、「広
　報よさの」より「議会だより」のほうをしっかりと読んでいます。町の動きがよくわかる　「議会だより」で初めて知る
　ことがいっぱいあります。☆町民に見えないところで重要なことが決定されているように思う。☆ゴミ処理の問題が新聞
　に出ていたが、１市２町でする必要があるのか。すべてにおいて説明不足過ぎる。☆文字が多く見辛いです。グラフや図
　を入れて頂きたいです。☆読者に受け取ってともらいたいメッセージをもっと明確にすると読みやすい。☆イラストなど、
　挿絵を入れると和むかも。☆当町の海の京都事業の取り組み状況や身の丈に合った財政の展望など、議会の様子もよく
　わかりこのままで良いと思います。☆議会だよりは目を通すくらいだ。☆今のままでいい。☆皆さまよく頑張っておられ
　ますが、難しいことばかりだ。しっかり頑張って、町のためによろしくお願いします。☆子供のいじめ問題は、社会的に
　も関心が高いし、議員もしっかりと考えていることが伝わってきてとてもよかった。☆町民の声を町政に届けてください。
　☆ P ２～ P ２３の黒をブルーにするとか、気分転換されては。☆問う事は誰にでもできる。提案がほしい。

今後の議会だよりに向けて
　
　アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
　皆様方からいただきましたご意見を参考にさせていただき、今後の「議会だより」が町民の皆様方に、
　読みやすく、分かりやすい誌面になるよう、努力してまいります。今後も、忌憚のないご意見を賜りま
　すようお願い申し上げます。

　議会だより裏面　「町民の広場」に対する行政側の回答

　議会広報特別委員会は任期満了となりまし

た。２年間ありがとうございました。

　委員会は新体制のもとでスタートいたしま

すが引き続きご指導賜りますようお願い申し

上げます。

号数 町民の声　Ｑ 行政回答　Ａ

第３３号

現在、平日や休日に自由に利用できる施設（図書
館など）があるが、夜間利用ができない。夜間で
も自由に利用できる 24 時間無料開放施設があれば
嬉しい。（インターネット環境完備・自動販売機な
どの休憩施設含む）

現在、図書館などを２４時間開放する考えはありません。

第３４号 岩滝にも学童保育を作ってほしいという声がある。
平成２９年度から岩滝地域におきましても、学童保育を運営
する予定としております。

第３５号
阿蘇シーサイドパークがもっともっと楽しく素敵
な公園になるようにしてほしい。

与謝野ブランド戦略事業において、阿蘇ベイエリア活性化マ
スタープランを策定したところであり、今後、老若男女問わ
ず皆さんが憩えるよう、また、ワクワク楽しい気持ちで過ご
していただけるように、阿蘇シーサイドパークの新たな活用
方法を模索することとしています。

第３６号

高校卒業後、地元就職希望者を優先雇用する、ま
た物件情報と求人情報を連動させて、与謝野町へ
の転居希望者に仕事と住居両方の斡旋をする等の
施策が必要だと思う。

地元住民の雇用の確保は、産業振興施策を進めていくための
最重要課題です。この課題を解決するため、現在、数多くの
企業や地域の方々との繋がりを深めており、地元住民への起
業支援や域外からの企業誘致活動など、雇用が生まれるため
の取組みをさらに加速化させることとしております。
また、京都府北部５市２町で連携し、仕事と住居をセットで
情報提供できる情報発信サイトを構築し、与謝野町への移住
希望者を促進します。

第３７号
育休中は上の子が３歳になっていても、２歳児ク
ラスに在園の場合は、保育園を退園しなければな
らない。退園しなくてもいいようにしてほしい。

保護者の育児休業中の保育の実施につきましては、国の基準
に基づき、原則としてご家庭での保育を行っていただくこと
としておりますが、「入所児童の環境の変化に留意する必要
がある場合」や、「育児休業を取得した児童の養育のため、
兄姉の保育が出来ない場合」等につきましては、年齢に関係
なく、保護者の要望があれば、引き続き保育所に通園してい
ただけることと平成２８年度から改正しております。ご家庭
の事情により、育児休業中においても引き続きこども園、保
育所における保育が必要な場合には、こども園、保育所又は
子育て応援課へご相談ください。

第３８号
岩滝地域にある「児童館」が、なぜ野田川地域や
加悦地域にできないのか。もしくは、岩滝地域の
児童館が「学童」にならないのか。

全ての地域を「学童保育」で統一したいと考えています。

第３９号

現在、子育て支援センターの利用日の日程が、加
悦・野田川・岩滝の３ヵ所で曜日年齢によって組
まれている。それぞれの支援センターに参加でき
る日程になっているが、年齢に関係なく参加でき
る日が週に一度、月に一度あっても良いのではな
いか。また、町内に 3 ヵ所ある子育て支援センター
を、知らない人が多いのではないか。

４月からは、野田川子育て支援センターにおいて、どの年齢
の子どもでも参加できる日が毎週木曜日に設定されていま
す。野田川子育て支援センターは、旧岩屋保育所の施設で
行っており、園庭やホールなどを自由に広く使え、多人数で
も対応できるためこの場所としております。
子育て支援センターの周知については、毎月予定表を回覧し
ています。また、乳児健診前期（4 か月児対象）では全員に、
その他乳児健診後期（10 か月児）、1 歳 6 か月児健診、3 歳
児健診時には、利用経験がない方に予定表を配布するなど、
対象年齢の保護者には周知できていると考えております。

「議会だより」アンケート調査

委  員  長　和田　裕之
副委員長    小牧　義昭
委　　員　髙岡　伸明
　　　　　　　　史郎
　　　　    宮﨑　有平
　　　　　河邉新太郎
　　　　　多田　正成




